
問

小
中
一
貫
教
育
は
、

平
成

年
（
２
０
０
０
年
）

12

に
広
島
県
呉
市
で
導
入
さ

れ
、
第
１
次
安
倍
内
閣
に

よ
る
教
育
基
本
法
「
改

正
」
、
第
２
次
安
倍
内
閣

で
教
育
再
生
実
行
会
議
、

平
成

年
（
２
０
１
５
年
）

27

に
学
校
教
育
法
「
改
正
」

で
、
９
年
間
の
義
務
教
育

学
校
が
法
制
化
さ
れ
た
。

平
成

年
（
２
０
１
４

26

年
）
の
「
地
方
創
生
」
政

策
で
、
学
校
統
廃
合
が
推

進
さ
れ
て
き
た
。

小
中
一
貫
教
育
導
入
の

背
景
は
、
教
育
研
究
者
の

指
摘
に
よ
れ
ば
、
財
界
の

求
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
要
請
と
い
う
教
育
の
新

自
由
主
義
政
策
と
、
行
財

政
改
革
に
よ
る
学
校
統
廃

合
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

教
育
長

小
中
一
貫
教
育

導
入
の
背
景
は
、
義
務
教

育
の
質
の
向
上
で
あ
る
。

近
年
の
教
育
内
容
の
量

的
・
質
的
充
実
へ
の
対

応
、
児
童
・
生
徒
の
発
達

の
早
期
化
等
に
関
わ
る
現

象
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
へ
の

対
応
、
少
子
化
等
に
伴
う

学
校
の
社
会
性
育
成
機
能

の
強
化
の
必
要
性
な
ど
、

課
題
を
解
決
し
、
義
務
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
全
国
で
小
中
一
貫
教

育
の
導
入
が
進
ん
で
い

る
。
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鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例
会
一
般
質
問
で
８
日
、
日
本

共
産
党
市
議
団
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①
小
中
一
貫
教

育
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
は
新
自
由
主
義
政
策

問

「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」

に
つ
い
て
、
中
一
に
な
る

と
突
然
何
か
が
起
き
る
と

か
、
学
校
制
度
の
違
い
が

原
因
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

抱
く
と
、
問
題
の
所
在
を

見
誤
り
、
間
違
っ
た
対
応

を
し
か
ね
な
い
と
の
指
摘

が
あ
る
が
ど
う
か
。

教
育
長

「
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
」
は
、
中
学
校
へ
の
進

学
に
お
い
て
、
新
し
い
環

境
で
の
学
習
や
生
活
に
不

適
応
を
起
こ
す
状
態
を
表

す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
。

義
務
教
育
９
年
間
全
体

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
小

中
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
適
切
な
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

問

小
中
一
貫
教
育

年
20

の
検
証
報
告
も
出
さ
れ
て

い
る
。

小
中
一
貫
校
で
は
、
中

１
の
成
長
の
飛
躍
が
生
ま

れ
な
い
。

今
度
は
「
高
１
ギ
ャ
ッ

プ
」
が
乗
り
越
え
ら
れ
ず
、

高
校
中
退
率
の
高
さ
に
悩

む
。遊

ぶ
と
う
る
さ
が
ら
れ

る
小
学
生
時
代
を
過
ご

し
、
小
学
生
の
未
熟
さ
・

か
わ
い
さ
・
や
ん
ち
ゃ
が

肯
定
さ
れ
な
い
世
界
と
な

る
。「

最
高
学
年
」
「
小
学

校
の
顔
」
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
６
年
生
も
、
一
貫
校

で
は
そ
う
い
か
な
い
。

出
番
が
少
な
く
、
行
事

が
楽
し
く
な
い
。

９
年
間
も
同
じ
学
校
に

通
い
飽
き
が
く
る
等
、
問

題
は
山
積
み
だ
。

こ
れ
ら
の
検
証
に
ど
う

学
ぶ
の
か
。

教
育
長

文
部
科
学
省
か

ら
平
成

年
１
月

日
に

30

23

事
例
集
、
及
び
令
和
４
年

３
月
９
日
に
同
第
２
版
が

発
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
成

果
と
し
て
は
、
小
中
乗
り

入
れ
授
業
や
、
小
・
中
学

校
教
員
の
学
び
合
い
に
よ

る
授
業
の
質
の
向
上
、
小

中
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
、
小

・
中
学
校
の
教
員
が
一
体

と
な
っ
て
き
め
細
や
か
な

指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て

い
る
。

一
方
で
課
題
と
し
て

は
、
地
域
学
習
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
地
域
連
携
強

化
、
校
外
学
習
や
行
事
が

計
画
的
に
実
施
で
き
る
よ

う
な
日
課
表
、
年
間
計
画

の
見
直
し
な
ど
が
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

県
内
初
の
義
務
教
育
学

校
の
新
庄
市
立
萩
野
学
園

で
は
、
生
徒
の
心
が
安
定

し
、
問
題
行
動
、
不
登
校

が
少
な
い
、
そ
の
心
の
安

定
が
学
力
向
上
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

問

小
中
一
貫
校
の
あ
る

地
域
は
、
子
ど
も
の
い
な

い
地
域
と
の
表
明
に
も
な

り
、
通
学
が
不
便
で
、
ま

す
ま
す
子
ど
も
が
い
な
く

な
る
。

鶴
岡
市
で
は
、
複
式
学

級
解
消
を
目
的
に
小
学
校

校
が
廃
校
に
な
り
、
教

14職
員
は
大
き
く
減
り
、
雇

用
と
需
要
が
減
少
し
た
。

統
廃
合
前
と
比
べ
、
教

員
と
職
員
は
何
人
減
っ
た

か
。

教
育
長

の
小
学
校
が

40

あ
っ
た
平
成

年
度
と
、

25

現
在
の

校
に
な
っ
た
平

26

成

年
度
を
比
較
す
る

30
と
、
教
員
は
５
１
７
人
か

ら
４
４
３
人
へ

人
、

74

14

％
の
減
で
、
職
員
は
２
２

１
人
か
ら
１
８
７
人
へ
34

人
、

％
の
減
と
な
っ
て

15

い
る
。

問

茨
城
県
つ
く
ば
市
で

は
、
市
全
体
で
小
中
一
貫

校
を
進
め
る
と
し
た
が
、

２
年
間
か
け
て
調
査
し
、

小
中
一
貫
教
育
の
全
校
実

施
は
改
め
、
小
学
校
と
中

学
校
の
分
離
を
原
則
と
し

た
。こ

の
と
き
の
教
育
長
は

門
脇
厚
司
筑
波
大
学
名
誉

教
授
で
、
庄
内
町
出
身
で

あ
る
。

政
府
の
政
策
に
従
う
だ

け
で
は
な
く
、
し
っ
か
り

と
調
査
・
研
究
を
し
て
判

断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
中
一
貫
教
育

年
の
検
証
に
ど
う
学
ぶ

20

小
中
一
貫
校
「
子
供
の
い
な
い
地
域
」
表
明

鶴
岡
市
議
会
百
条
調
査

委
員
会
が

日
開
か
れ
ま

22

し
た
。

市
長
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ

「
疑
惑
」
の
職
員
・
Ｏ
Ｂ

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
記
名
回

答
者
に
証
人
尋
問
や
聞
き

取
り
の
依
頼
を
行
い
、
複

数
か
ら
協
力
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

パ
ワ
ハ
ラ
の
認
定
は
、

専
門
家
に
よ
る
第
三
者
委

員
会
に
委
ね
る
べ
き
と
の

意
見
が
出
さ
れ
、
次
回
10

月

日
の
委
員
会
で
進
め

17
方
が
協
議
さ
れ
ま
す
。

（
２
面
へ
つ
づ
く
）



問

国
保
の
保
険
税
水
準

の
統
一
は
、
自
治
体
独
自

の
市
民
負
担
軽
減
の
取
り

組
み
が
機
能
し
な
く
な

る
。医

療
費
の
県
内
格
差
が

あ
る
中
で
、
統
一
を
進
め

る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

県
の
試

算
で
は
、
本
市
の
納
付
金

は
令
和
４
年
度
で

億
６

30

千
万
円
が
、
激
変
緩
和
終

了
後
の
令
和

年
度
に
は

16

億
９
千
万
円
と
な
り
、

31１
億
３
千
万
円
増
え
る
影

響
が
示
さ
れ
て
い
る
。

県
内
の
医
療
費
格
差
は

県
も
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。今

回
の
合
意
は
、
「
県

が
納
付
金
ベ
ー
ス
で
統
一

を
進
め
る
」
と
し
た
。

藤島庁舎総務企画課入札結果（ ）内は予定価格
9月22日入札分

・藤島庁舎エアコン(３階会議室)改修工事（藤島字笹花25
番地）（入札8業者うち2業者失格、1業者無効）
(株)アクアプラス 3,700,000円（3,760,000円、
最低制限価格2,569,250円）工期～5/2/10（落札率98.40％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
9月22日入札分

・市先端研究産業支援センターＣ棟屋根防水改修(Ⅱ期)工
事（覚岸寺字水上246番地2）（入札8業者うち1業者辞退）
(株)太平堂塗装 2,000,000円（2,030,000円）

工期～12/2（落札率98.52％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月22日入札分

・山荒川1号線道路改良工事
中止

・播磨豊田線舗装改良工事（豊田地内）（入札3業者）
(株)三庄 2,500,000円（2,580,000円）

工期～12/2（落札率96.90％）
・市一般廃棄物最終処分場維持修繕工事（大荒地内）（入札
3業者）
(株)諏訪建設 5,600,000円（5,740,000円）

工期～5/1/12（落札率97.56％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区獺渕橋添架管改築設計業務
（黒川地内）（入札10業者）
ブレンスタッフ(株) 2,300,000円（2,450,000円）

工期～12/23（落札率93.88％）

鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例
会
一
般
質
問
で
８
日
、
日
本

共
産
党
市
議
団
の
菅
井
巌
議
員
は
、
①
国
保
税
の
県
統

一
、
②
コ
ロ
ナ
禍
で
の
介
護
保
険
、
③
加
茂
地
区
の
大

型
風
力
発
電
計
画
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

国
保
統
一

市
の
負
担
軽
減
機
能
せ
ず

問

要
介
護
認
定
率
は
令

和
４
年
２
月
末
現
在
、
本

市
は
０
・
１
％
減
の

・
18

３
％
で
全
国
平
均
を
下
回

っ
て
い
る
。

階
層
ご
と
で
は
、
要
支

援
１
～
２
の
認
定
者
は
増

加
し
、
要
介
護
で
は
、
特

に
要
介
護
３
と
５
の
認
定

者
が
減
少
し
て
い
る
。

要
介
護
認
定
に
問
題
は

な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
は

全
国
の
平
均
値
よ
り
重
度

の
評
価
と
な
る
傾
向
が
あ

っ
た
。

認
定
調
査
や
審
査
会
の

結
果
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ

な
い
よ
う
、
各
種
研
修
会

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
全

国
の
平
均
値
と
の
乖
離
は

縮
小
し
、
改
善
さ
れ
て
い

る
。 介

護
事
業
所
の
実
態
把
握
と
支
援
策
は

問

コ
ロ
ナ
禍
で
、
通
所

サ
ー
ビ
ス
は
令
和
２
年
、

３
年
に
各
１
事
業
所
が
廃

止
し
、

の
事
業
所
が
一

15

時
休
止
を
し
た
。

市
全
体
の
通
所
系
サ
ー

ビ
ス
で
、
介
護
費
が
前
年

度
比
２
億
２
１
８
０
万
円

減
少
し
て
い
る
。

介
護
事
業
所
の
実
態
把

握
と
支
援
対
策
は
。

健
康
福
祉
部
長

市
内
居

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら

は
、
利
用
者
の
減
少
や
臨

時
休
止
、
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
な
ど
が
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
聞
く
。

市
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
介
護
報
酬
を

減
算
し
な
い
措
置
を
行
う

ほ
か
、
事
務
負
担
の
軽
減

等
に
引
き
続
き
取
り
組

む
。支

援
対
策
と
し
て
、
国

で
は
本
年

月
か
ら
「
介

10

護
職
員
等
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

等
支
援
加
算
」
を
創
設
し

処
遇
改
善
を
図
る

と
し
て
い
る
。

市
で
は
、
「
介
護
職
員

初
任
者
研
修
」
へ
の
支
援

や
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
説

明
会
の
開
催
な
ど
、
引
き

続
き
支
援
に
努
め
て
ゆ

問

民
間
企
業
が
加
茂
地

区
で
検
討
し
て
い
る
大
型

風
力
発
電
事
業
の
説
明
会

が
、
大
山
地
域
で
も
開
か

れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
開
発

に
よ
る
自
然
環
境
や
動
植

物
、
鳥
獣
保
護
区
・
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
、
渡
り
鳥
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
心

配
の
声
が
出
さ
れ
た
。

景
観
予
測
に
関
す
る
情

報
提
供
や
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
画
像
の
作
成
、
低

周
波
と
風
切
り
音
な
ど
の

影
響
、
工
事
作
業
道
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
も
出
さ

れ
た
。

事
業
説
明
が
、
市
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
住
民
の

理
解
や
、
合
意
形
成
に
必

要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る

の
か
。

市
民
部
長

本
市
に
事
業

者
か
ら
事
前
相
談
が
あ
っ

た
際
、
市
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
説
明
し
、
遵
守
す
る
こ

と
、
風
況
調
査
等
の
開
始

前
に
、
住
民
自
治
組
織
な

ど
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

画
像
等
の
具
体
的
な
資
料

を
提
示
し
、
説
明
会
の
実

施
と
合
意
形
成
を
図
る
よ

う
強
く
求
め
て
い
る
。

事
業
者
は
、
風
況
調
査

等
の
実
施
に
つ
い
て
説
明

会
を
開
催
し
て
い
る
。

加
茂
地
区
、
上
郷
地
区
、

草
井
谷
、
大
山
地
区
、
菱

津
で
開
催
し
、
こ
れ
に
市

の
担
当
者
も
出
席
し
、
住

民
の
意
見
等
を
聞
き
取
り

し
て
い
る
。

し
か
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
明
記
し
て
あ
る
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
画
像
の
提

示
が
な
く
、
説
明
資
料
に

不
備
が
あ
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

事
業
者
に
対
し
、
改
め

て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
画

像
の
提
示
と
、
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。

市
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
遵
守
と
、
手
続
に
瑕

疵
が
無
い
よ
う
注
視
し
、

地
域
住
民
へ
の
丁
寧
な
説

明
を
強
く
求
め
て
ゆ
く
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

会
議
で
は
、
山
形
新
聞

９
月

日
付
社
説
で
、
新

20

政
ク
の
団
長
（
尾
形
昌
彦

議
員
）
と
、
新
政
ク
の
委

員
長
（
佐
藤
博
幸
議
員
）

の
発
言
が
、
１
０
０
条
委

で
は
し
て
は
な
ら
な
い

「
誘
導
尋
問
に
該
当
す
る

恐
れ
が
高
い
」
と
の
見
解

が
報
道
さ
れ
、
両
氏
に
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

両
氏
は
、
「
誘
導
尋
問

で
は
な
い
」
と
否
定
し
、

佐
藤
昌
哉
議
員
は
、
「
刑

事
訴
訟
規
則
で
誘
導
尋
問

は
許
さ
れ
る
」
と
、
犯
罪

認
定
の
刑
訴
を
持
ち
出
し

て
正
当
化
す
る
発
言
を
し

ま
し
た
。

社
説
で
「
１
０
０
条
委
、

政
争
の
場
で
な
い
」
が
掲

載
さ
れ
た
こ
と
を
、
重
く

受
け
と
め
る
べ
き
で
す
。

風
力
発
電
事
業
の
説
明
充
分
か

く
。


